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１　

条
例
制
定
の
背
景

（
１
）
静
岡
県
の
多
文
化
共
生
施
策
へ
の
取
組

平
成
２
年
の
改
正
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
」
施
行
以
降
、
も
の
づ
く
り
県
と
し
て
製
造
業
の

集
積
が
進
む
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
浜
松
市
や
磐
田

市
な
ど
県
西
部
地
域
を
中
心
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ

め
と
す
る
外
国
人
登
録
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

外
国
人
県
民
（
外
国
籍
住
民
と
外
国
出
身
で
日
本

国
籍
を
取
得
し
た
住
民
）
の
急
激
な
増
加
は
、
地
域

社
会
の
あ
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
日
本
人
県
民

と
の
間
の
生
活
様
式
や
生
活
習
慣
等
、
文
化
の
違
い

を
表
面
化
さ
せ
、
一
部
で
は
摩
擦
や
軋
轢
が
発
生
し

た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
提
供
す
る
市
町
や
自
治

会
等
で
は
、
就
労
、
教
育
、
地
域
共
生
、
言
葉
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の
迅
速

な
対
処
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

外
国
人
住
民
が
急
増
し
た
市
町
で
先
行
し
て
多
文

化
共
生
対
策
が
取
り
組
ま
れ
る
中
、
本
県
で
は
、
平

成
18
年
度
に
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
静
岡
県
多
文
化

共
生
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
多
文
化
共
生
施
策
の

あ
り
方
や
方
向
性
等
の
検
討
を
開
始
し
た
。

推
進
会
議
で
は
平
成
19
年
３
月
に
、
県
内
に
居
住

す
る
外
国
人
県
民
と
日
本
人
県
民
が
相
互
の
理
解
と

協
調
の
下
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
地
域
社
会
の

実
現
＝｢

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り｣

を
目
指
し
、

国
、
市
町
、
県
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
と
連
携
し
、

県
は
体
系
的
、
総
合
的
に
施
策
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
県
に
提
言
し
、
提
言
を
受
け
た
県
で
は
平

成
19
年
度
か
ら
広
報
啓
発
や
日
本
語
教
育
、
外
国
人

労
働
実
態
調
査
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
。

（
２
）
条
例
制
定
に
至
る
経
緯

①　

部
内
で
の
議
論

外
国
人
集
住
市
町
の
首
長
へ
の
課
題
等
の
聞
き

取
り
や
行
政
（
国
、
県
、
市
町
）、
民
間
に
お
け

る
多
文
化
共
生
施
策
の
取
組
状
況
を
分
析
し
、
県

が
行
う
べ
き
施
策
を
体
系
図
と
し
て
ま
と
め
、
平

成
20
年
７
月
に
県
民
部
長
（
当
時
）
に
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

方
針
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
法
規
担
当
課
長
経
験
を

持
つ
部
長
か
ら
は
、
条
例
を
策
定
し
自
ら
の
戦
略

に
基
づ
い
て
行
政
を
推
進
し
新
た
な
政
策
立
案
や

事
案
解
決
を
目
指
す
と
い
う
「
政
策
法
務
」
の
考

え
が
示
さ
れ
、
基
本
計
画
策
定
の
前
に
条
例
制
定

【条例制定の事例】

静岡県
「静岡県多文化共生推進基本条例」の制定について

静岡県企画広報部 地域外交局多文化共生課班長　田中　尚
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静岡県では、多文化共生の推進に関し県、県民、企業及び関係団体の責務を明らかに
するとともに、多文化共生の推進に関する基本的施策を定め、各施策の総合的、計画
的な推進を図り、多文化共生社会を実現するための条例を制定した。
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に
取
り
組
む
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
事
務
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

条
例
制
定
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
県
が
条
例

を
制
定
し
県
自
ら
の
役
割
を
明
確
に
示
す
こ
と

で
、
市
町
等
関
係
者
の
取
組
を
促
進
し
、
県
全
体

の
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り
の
取
組
推
進
が
期

待
で
き
る
こ
と
や
、
外
国
人
集
住
地
域
を
抱
え
る

本
県
が
率
先
し
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
積

極
的
姿
勢
を
情
報
発
信
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
知

事
部
局
だ
け
で
な
く
教
育
委
員
会
や
警
察
本
部
ま

で
を
含
む
全
庁
的
な
推
進
体
制
を
構
築
で
き
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

②　

静
岡
県
多
文
化
共
生
推
進
会
議
（
推
進
会
議
）

で
の
提
言

「
多
文
化
共
生
施
策
の
推
進
に
は
外
国
人
を
雇

用
す
る
企
業
が
重
要
な
役
割
を
担
う
の
で
、
経
済

団
体
出
身
者
を
含
め
て
推
進
会
議
を
構
成
す
る
こ

と
」
と
の
知
事
（
当
時
）
の
意
見
を
踏
ま
え
、
会

長
に
は
県
経
営
者
協
会
会
長
に
就
任
い
た
だ
き
、

ま
た
、
主
要
商
工
会
議
所
会
頭
２
人
を
含
め
、
大

学
教
授
、
外
国
人
県
民
、
活
動
実
践
者
な
ど
有
識

者
15
人
に
よ
る
推
進
会
議
を
平
成
18
年
９
月
に
設

置
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
本
県
の
多
文
化
共
生
推

進
の
あ
り
方
等
の
議
論
を
行
っ
た
。

推
進
会
議
は
２
年
間
で
６
回
開
催
し
、
労
働
や

教
育
、
防
災
、
地
域
共
生
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
議
論
を
行
い
、
最
終
回
と
な
っ
た
平
成
20
年
９

月
２
日
に
第
２
回
目
の
提
言
と
し
て
、
基
本
条
例

の
制
定
、
基
本
計
画
の
策
定
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
適
正
化
憲
章
の
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
、

企
業
等
が
資
金
を
拠
出
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の

検
討
を
行
う
こ
と
な
ど
５
項
目
を
県
に
提
言
し
た
。

２　

条
例
の
概
要

（
１
）
条
例
の
内
容

本
条
例
は
全
４
章
、
17
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
各
章
ご
と
の
主
な
内
容
を
説
明
す
る
。

　

第
１
章　

総
則
（
第
１
～
５
条
）

①　

条
例
の
目
的
に
つ
い
て
、
多
文
化
共
生
の
推
進

に
関
し
県
、
県
民
及
び
企
業
そ
の
他
民
間
団
体
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
多
文
化
共
生

施
策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
、
施
策
の
総
合
的
、

計
画
的
な
推
進
を
図
り
、
多
文
化
共
生
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
１
条
）

②　

多
文
化
共
生
の
定
義
に
つ
い
て
、「
県
内
に
居

住
す
る
外
国
人
及
び
日
本
人
が
相
互
の
理
解
及
び

協
調
の
下
に
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
」

と
し
た
。（
第
２
条
）

③　

関
係
者
の
責
務
に
つ
い
て
、「
県
は
、
多
文
化

共
生
施
策
を
総
合
的
に
策
定･
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
体
制
整
備
に
努
め

る
。」、「
県
民
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
。」、

「
企
業
及
び
関
係
団
体
は
、
事
業
活
動
に
関
し
多

文
化
共
生
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
や
市

町
が
実
施
す
る
多
文
化
共
生
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
。」
と
し
た
。（
第
３
、４
、５
条
）

　

第
２
章　

多
文
化
共
生
推
進
基
本
計
画（
第
６
条
）

①　

県
は
、
多
文
化
共
生
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
、
広
く
県
民
の
意
見
や
多
文

化
共
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
基
本
計
画
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

②　

ま
た
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
公
表
す
る

と
と
も
に
、
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
県
民
や
審

議
会
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
変
更
計
画
を
公
表

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
３
章　

多
文
化
共
生
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

施
策
等
（
第
７
～
11
条
）

①　

県
は
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
県
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
必
要
な
広
報
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
多
文
化
共
生
施
策
を
策
定
、
実
施
す
る
た
め

必
要
な
調
査
研
究
を
行
い
、
多
文
化
共
生
施
策
の

実
施
状
況
報
告
書
を
毎
年
作
成
し
、
公
表
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
７
、
10
、
11
条
）

②　

多
文
化
共
生
の
推
進
に
関
す
る
市
町
の
役
割
の

重
要
性
に
か
ん
が
み
、
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共

生
の
推
進
に
市
町
と
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。（
第
８
条
）

③　

県
民
が
行
う
多
文
化
共
生
の
推
進
に
関
す
る
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
第
９
条
）

　

第
４
章　

多
文
化
共
生
審
議
会
（
第
12
～
17
条
）

①　

多
文
化
共
生
推
進
基
本
計
画
の
策
定
等
に
関
し

知
事
に
意
見
を
述
べ
、
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
多
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文
化
共
生
施
策
等
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
多
文

化
共
生
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

12
条
）

②　

審
議
会
は
委
員
15
人
以
内
で
組
織
し
、
委
員
の

任
期
は
２
年
と
し
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
、

副
会
長
を
置
く
こ
と
と
し
た
。（
第
13
、14
、15
条
）

（
２
）
条
例
制
定
の
経
過

①　

法
規
担
当
課
と
の
協
議

条
例
の
法
令
審
査
は
、
法
規
担
当
課
か
ら
懇
切

丁
寧
な
指
導
を
受
け
る
中
で
全
体
像
を
ま
と
め
て

い
っ
た
。
条
例
案
を
固
め
て
い
く
過
程
で
、
多
文

化
共
生
社
会
の
「
基
本
理
念
」
規
定
を
盛
り
込
む

べ
き
か
否
か
の
議
論
が
出
た
が
、
以
前
か
ら
の
施

策
推
進
目
標
で
あ
っ
た
「
県
内
に
居
住
す
る
外
国

人
県
民
と
日
本
人
県
民
が
相
互
の
理
解
と
協
調
の

下
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
地
域
社
会
の
実
現

＝
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り｣

を
条
例
目
的
に

置
く
こ
と
と
し
、
そ
の
中
に
理
念
が
表
現
さ
れ
て

い
る
た
め
、「
基
本
理
念
」
規
定
を
設
け
な
い
こ

と
と
し
た
。

な
お
、
本
県
条
例
で
の
多
文
化
共
生
の
定
義
、

目
的
で
も
あ
る
「
外
国
人
及
び
日
本
人
が
、
相
互

の
理
解
及
び
協
調
の
下
に
、
安
心
し
て
、
か
つ
、

快
適
に
暮
ら
す
こ
と
」
は
、
総
務
省
が
示
し
た
定

義
「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

の
文
化
的
差
異
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築

こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て

共
に
生
き
て
い
く
こ
と
」と
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
静
岡
県
が
標
榜
す
る
目
的
指
向
型
の

行
政
を
体
現
す
る
た
め
、
条
例
を
出
発
点
と
し
て

推
進
体
制
を
整
え
、
基
本
計
画
を
策
定
し
各
施
策

を
計
画
的
に
進
め
て
実
効
性
を
上
げ
て
い
く
一
連

の
流
れ
を
念
頭
に
、
施
策
推
進
の
基
礎
と
な
る
条

例
で
は
多
文
化
共
生
施
策
の
進
め
方
や
基
本
的
事

項
等
の
掲
載
に
留
め
、
総
務
省
が
研
究
報
告
書
や

通
知
で
示
す
多
文
化
共
生
推
進
の
考
え
方
は
県
が

定
め
る
基
本
計
画
の
中
で
必
要
性
や
意
義
等
を
明

示
し
、
具
体
的
に
計
画
を
進
め
る
根
拠
と
し
て
示

す
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
両
者
の
文
章
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
が
内

容
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、
総
務
省
の
定
義
を
簡
素

化
し
た
表
現
が
静
岡
県
の
定
義
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

②　

議
会
へ
の
説
明

県
議
会
で
の
審
議
前
に
各
議
員
会
派
等
に
条
例
案

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

・
条
例
制
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
む
し
ろ
遅
い

く
ら
い
で
、
現
実
の
社
会
状
況
に
対
し
て
対
策
が

後
追
い
と
な
っ
て
い
る
。

・
精
神
的
な
側
面
の
み
を
規
定
す
る
条
例
で
は
意
味

が
な
い
の
で
、
目
標
を
設
定
し
自
ら
を
追
い
込
ん

で
い
く
内
容
に
し
、
数
値
目
標
を
設
定
し
成
果
を

検
証
す
べ
き
。

・
条
例
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
多
文
化
共
生

の
変
化
す
る
現
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
施
策
を

推
進
し
て
い
く
べ
き
。

・
施
策
推
進
に
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
へ
の
教
育
や

外
国
人
の
人
権
尊
重
と
い
っ
た
視
点
が
必
要
。

・
審
議
会
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
議
論
ば
か
り
で
社
会

実
態
か
ら
乖
離
し
な
い
よ
う
、
委
員
の
人
選
や
運

営
を
配
慮
す
べ
き
。

③　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
県
民
意
見
提
出
手
続
き
）

平
成
20
年
10
月
14
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
の
約

１
か
月
間
、条
例
案
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
出
先
機
関
で
公
開

し
、
県
民
か
ら
の
意
見
を
募
っ
た
。

④　

静
岡
県
議
会
平
成
20
年
12
月
定
例
会

・
平
成
20
年
12
月
１
日
～
12
月
19
日
に
開
催
し
、
条

例
案
を
審
議･

可
決

・
平
成
20
年
12
月
26
日　

静
岡
県
多
文
化
共
生
推
進

基
本
条
例
公
布･

施
行
（
静
岡
県
条
例
第
59
号
）

３　

条
例
制
定
後
の
動
き

（
１
）
推
進
体
制
の
整
備

「
静
岡
県
多
文
化
共
生
推
進
基
本
条
例
」
施
行
後
、

平
成
21
年
１
月
か
ら
組
織
作
り
に
着
手
し
、
施
策
推

進
に
当
た
っ
て
の
部
局
横
断
的
な
協
議
組
織
や
基
本

計
画
策
定
に
向
け
て
の
体
制
を
整
え
、
全
庁
的
な
推

進
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
。

（
２
）
基
本
計
画
の
策
定

推
進
本
部
会
議
で
次
期
県
総
合
計
画
策
定
に
合
わ

せ
て
基
本
計
画
策
定
を
進
め
る
等
の
方
針
を
決
定

後
、
日
本
人
県
民
３
０
０
０
人
、
外
国
人
県
民
１
万

人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
外
国
人
県
民
と
の
意
見
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交
換
会
等
を
通
し
て
現
状
分
析
を
行
い
、
審
議
会
や

推
進
本
部
幹
事
会
等
で
議
論
を
重
ね
、
基
本
計
画
原

案
を
１
か
月
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
諮
り
、

広
く
県
民
、
関
係
者
、
県
議
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
平
成
23
年
３
月
に
「
ふ
じ
の
く
に
多
文
化
共
生

推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

①　

基
本
目
標

静
岡
県
内
に
居
住
す
る
外
国
人
及
び
日
本
人
が
、

相
互
の
理
解
と
協
調
の
下
に
、
安
心
し
て
、
か
つ
、

快
適
に
暮
ら
せ
る
日
本
の
理
想
郷
を
目
指
す
。

②　

基
本
方
向
と
施
策
の
方
向

③　

施
策
の
展
開

３
つ
の
基
本
方
向
を
９
つ
の
施
策
の
方
向
に
整
理

し
た
後
、
基
本
方
向
に
沿
っ
た
37
の
主
な
施
策
を

取
り
ま
と
め
、
計
画
期
間
（
平
成
23
～
27
年
度
の

５
年
間
）
内
で
24
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
目
標

達
成
に
向
け
て
各
施
策
に
取
り
組
み
、
毎
年
度
の

事
業
進
捗
状
況
等
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４　

今
後
の
展
開

平
成
20
年
12
月
の
条
例
制
定
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
、
審
議
会
や
全
庁
的
な
推
進
本
部
の
設

置
な
ど
組
織
体
制
が
整
備
さ
れ
、
平
成
23
年
３
月
の

基
本
計
画
策
定
を
も
っ
て
施
策
推
進
の
基
礎
的
部
分

は
構
築
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
多
文
化
共
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
後
半
か
ら
の
世
界
的
経
済
不
況

に
伴
い
外
国
人
登
録
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
20

年
12
月
末
の
10
万
３
０
０
０
人
か
ら
平
成
22
年
12
月

末
の
８
万
６
０
０
０
人
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
主
体
に

１
万
７
０
０
０
人
も
減
少
し
た
。
施
策
対
象
と
な
る

外
国
人
が
減
少
し
た
こ
と
や
、
地
域
共
生
や
外
国
人

労
働
者
の
失
業
等
の
問
題
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

出
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
世
間
一
般
の
目

に
触
れ
る
機
会
や
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
な

印
象
が
あ
る
。

条
例
制
定
か
ら
基
本
計
画
策
定
ま
で
は
課
題
対
応

型
の
取
組
か
ら
一
歩
進
み
、「
県
内
に
居
住
す
る
外

国
人
県
民
と
日
本
人
県
民
が
相
互
の
理
解
と
協
調
の

下
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
地
域
社
会
の
実
現
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
、
県
全
体
で
様
々
な
関
係
主

体
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

や
超
円
高
、
欧
米
経
済
の
危
機
な
ど
日
本
の
社
会
経

済
全
般
に
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
い
ず
れ

の
関
係
主
体
も
厳
し
い
予
算
で
の
事
業
執
行
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
県
国
際
交
流
協
会
等
と
一

層
連
携
を
密
に
し
、
企
業
や
経
済
団
体
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
計
画
的
に
粘
り
強
く
事
業
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
、
条
例
や
基
本
計
画
の
目
的
達
成
に
近

づ
く
こ
と
に
な
り
、
将
来
的
に
は
、『「
憧
れ
」
を
呼

ぶ
“
ふ
じ
の
く
に
”』
に
国
内
外
か
ら
多
数
の
優
れ

た
人
材
が
集
い
、
富
国
有
徳
の
理
想
郷
“
ふ
じ
の
く

に
”
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

組　織　名（設置年月日） 構成員･協議事項等

静岡県多文化共生審議会
（平成21年４月21日）

･	有識者（商工会議所会頭､ 大学教授､ 外国人
県民等）15人
･基本計画策定、各施策の実施状況への意見等

静岡県多文化共生推進本部
（平成21年１月21日）

･	副知事､ 関係部長等（教育委員会､ 警察本部
を含む）11人
･	施策推進の総括､ 全庁的な意思決定等

静岡県多文化共生推進本部	
幹事会（平成21年３月17日）

･	関係課長等14人
･	全庁的な施策連携強化･調整、情報交換、情
報共有化等

幹事会ワーキンググループ
（幹事会発足後に随時活動）

･	関係課の担当者等
･	計画策定､ 施策推進上の個別課題等の調整･
検討等

基本方向 施策の方向

１	誰もが理解
しあえる	
地域づくり

1	 外国人と日本人双方に
対する意識啓発

2	 外国人県民のコミュニ
ケーション支援

3	 人権意識の高揚

２	誰もが快適
に暮らせる	
地域づくり

4	 外国人の子ども等の教
育、居場所づくり

5	 雇用･就労・居住環境
の整備

6	 医療・保健・福祉の充
実

7	 外国人県民が活躍でき
る場づくり

３	誰もが安全	
・安心を実
感できる地
域づくり

8	 防犯・交通安全対策の
推進

9	 危機管理対策の推進


